






令和３年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業上半期概況 

１ 概  況 

 (1) 総括事項 

 令和３年度上半期の浄化槽市町村設置推進事業については、河川の水質浄化と安全

・安心・効率的に事業を推進するため、「生活排水処理実施計画」に基づいて事業を

実施しています。 

昨年４月に地方公営企業法を適用して企業会計による業務を開始し、公営企業とし

て一年目の決算を終えました。固定資産や減価償却費などの非現金科目の数値が明ら

かになったことにより、経営・財務状況がより明確に把握できるようになりました。 

今後は財務状況を踏まえた上で、費用削減と使用料水準の検証に取り組み、さらに

は年数経過による施設の更新等を勘案しつつ、持続可能な経営ができるよう努めてま

いります。 

   

  ○業務状況 

 上半期の業務状況は、調定件数 10,417 件で前年度比 19 件（0.2％）増加し、使用料

金の調定額は 42,764,800 円で前年度比 76,000 円（0.2％）の増となりました。本事業

の使用料は、浄化槽の人槽規模に応じた一定額を毎月賦課徴収しています。人槽の大き

さによって維持管理費が決まるためで、公共下水道等のように水道の使用量に応じて使

用料が変動する従量制とは異なります。 

市内の７地区で実施しており、倉真地区(H17～H21)、上垂木地区(H19～H24)、東山口

地区(H21～H25)、原田地区(H22～H26)、西郷地区(H23～H28)、中地区(H19～H23)、佐束

地区(H23～H28)に市が設置した浄化槽の維持管理を行っています。 

 
 

  ○経営状況 

 下水道事業収益は 92,076 千円で、使用料及び繰入金の増により前年度比 2,561千円

（2.9％）の増となりました。 

一方、下水道事業費用は 74,816千円で、前年度比 1,142 千円（△1.5％）の減とな

りました。前年度と比較して、保守点検委託料、法定点検手数料及び汲取り手数料が

増加しており、物件費が増となっていますが、修繕費は 1,473 千円の減となっていま

す。 

したがって、収益的収支差引では、上半期における純利益は 17,260 千円を計上す

ることになりました。 
 

  ○建設改良 

 建設改良では、浄化槽整備が完了しており予算計上はありません。 

 

 以上、上半期における浄化槽市町村設置推進事業の概況ですが、下半期につきまし

ても、水質浄化と安全・安心・効率的な浄化槽市町村設置推進事業の推進を図るとと

もに、業務の円滑な遂行に向けて、より一層経営の効率化に努めてまいります。 
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